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Ahstract  The  Pliocene-Pleistecene serics,  which  abundantly  contain  plant fossils, are  widely  developed
along  thc  coastal  plain  and  in the  inland basin areas  in Japan. Among  theseJapanese  PIiocene-Pleisto-
cenc  series,  the  Osaka  Group  in Osaka area, the  upper  part ofYamato  Group in Aizu basin and  the Uonuma
Group  in Niigata arca  are  the  most  investigated in details. On  the  basis of  magnetostratigraphical  evi-

dences and  stratigraphical  distribution of  the  main  taxa  of  plants in these  greups  (Table l), four rcgional

zones  are  recognizedl  as shewn  in Table 2, namely,  the detaseeuoia-Goptastrobus-IY}ssa-, thtaseguoia-.hrglans

cinerea  var.  magacinerea-IiZigus  microcaipa-,  Mlataseguoia-Jrtrglans mandshurica-MletlJanthes  trofbliata- and  IiZigtts
crenata-Jz4gtans  ailanthijbiia-Tlsnga  diversij2}tia- Zones, in ascending  order.

    detaseguoia-Jaglans mandshurica-Mbi!yanthes  trti2]liata-Zone is subdivided  into two  subzones,  namely,

the jugtans cinerea  var,  magasinerea-Pinus  koraiensis- and  juglans mandshurica-Pinus  koraiensis-Subzones. FZrgus
crenata-.h4glans  ailanthij?)lia-Tkuga  diversijblia- Zone  is, en  the  other  hand, subdivided  into two  subzones,

namely,  the  Lower  and  Upper  subzones,  though  these  subzones  are  not  clearly  recognized  in the  upper  pai t
of  Uonuma  Group,

    Metaseeuoia-6!JPtostrobus-IYi,ssa-Zone  and  Mlataseguoia-.Juglans cinerea  van  magacinerea-thgus  micrecaipa-

Zene can  be respectively  assigned  to be Early and  Late Pliocene, and  Mktaseetteia-.hrglans mandshurica-

Mlempanthes trijl)liata-Zone and  272igus crenata-JQglans  aitanthij2]lia-Tlrfrga  diversijblia-Zone are  also  i'espectively

assigned  to  be the  Early and  Middlc  Pleistocenc.

    The  Nagano  Formation  in Kagoshima  area  and  the  Shimizumacbi Formation  in Fukushima  ba$in
are  included in the  Mbtaseguoia-Juglans cinerea  var,  maga,:inerea-Ftrgus  microcaipa-Zona.  The  Kokubu Group  in
Kagoshima  area,  the  Utatsuyama  Formation  in Kanazawa  area,  the  Mandano  Formation  in Boso Penin-
sula  and  the  Takada  Formation  in Fukushima  basin are  included in the  thgtLs erenata-Jz4glans  ailanthtfolia-

7lsnga diversofblia-Zone. Thc  upper  part of  Utatsuyama Formation, the Mandano  Formation  and  the

Takada  Forrnation belong to the  Upper  Subzone  of  above  mentoined  zene.  The  Kokubu  Group  and  the

lower part  ofUtatsuyama  Formation  is to belong to the  Lower  Subzone  ofthe  zone.  The  Nitapporo and
Otoebetsugawa  Formations  in Ishikari lowland arc  included in the  lhgus crenata-Jaglans  ailanthij2)tia-  71strga
diversgi2)lia-Zone. The  Simonopporo  Formation  in Ishikari lowland may  be assigned  to the Jnglans
mandshurica-Pinus  koraiensis Subzone  and  the  Lower  Subzone of  libgus crenata-J4gtans  ailanthijblia-71rtrga

diversijbtia-Zone.

    At the  boundary  time  between  detasegueia-Ge)Ptestrobus-INb,ssa-Zone and  Mktaseguoia-Jugtans cinerea-

Ftigus micreaaipa-Zone,  just bcfore the  GaussiMatsuyama boundary, some  Neogene  elements  of  plants
disappeared from  the  Japanese Islands. Moreover,  at  the  boundary  time  between  Adetaseguoia-juglans  mancge･

shurica-Meayanthes)trtfotiata-Zone  and  Rrgus crenata-.Iaglans  ailanthEibtia-7knga  diversij2,tia-Zone, just before the
MatsuyamatBrunhes boundary,  most  ofNeogene  elements  ofplants  disappeared from  the  Japanese Islands.
    The  boreal elements  of  plants, such  as  Pinus koraiensis, Picea jezoensis, denptanthes trij2]liata and  etc.,

widely  distributecl in the  northcrn  part of  Chinese Continent ancl  the higher mountains  of.}apanese  Islands,
appeared  first after  the  Oldovai Subchron, which  is assigned  to the lower boundary of  Adetasequoia-Jaglans
mandshurica-Metlyanthes  trijbliata-Zone. Such  endernic  species  d{stributed in the  Japanese Islands as  Fltgus
crenata,  Juglans ailanthijblia,  Pteroearva thoofZilia and  71strga diversijblia are  first appeared  at  the time,  just be-
fore the  MatsuyamalBrunhes boundary, that  is the lower boundary of  Jikegtts crenata-.1agtans  ailantltijbtia-

71ruga diversijblia-Zone.

    On  the  basis of  the stratigraphical  changes  of  composition  of  the  plant fossil assemblages,  the present
paper  asserts  that  the geographic divergency ef  vegetation  in theJapanese  Islands became  more  and  morc

marked  after  the  time,  just the  Jaramil]o Subchron,  assignable  to the lower boundary  of  .kaglans mand-

shun'ea-Pin"s  koraiensis Subzene.
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「弟 1988− 4

とともに ， 植物化石 に よる分帯が行われて い る の は ，大

阪 層 群 （ITJHARA　et　aL ，1987），魚沼屑群 （新潟古植物グ

ル ープ ・
新潟花粉 グ ル

ープ，1983），山都層群上部 （Su −

zuK ・ and 　MANABE ，1987 ；鈴木，1987）な どに 限 られて

い る．こ の 研究で は，上記の 三 層群か ら産出す る 分帯 上

注【すべ き分類群に もとつ い て ，広域的な分帯を行うさ

い の 基 準面 と分 帯 につ い て 検討 した ．そ して ， 各帯 に属

す る化石群集 の 組成 ヒの 特徴を解析 し ， 古植 生 の 地 理 的

分布 の 特徴 とそ の 地 史的変化 に つ い て 検討 した ，さ らに

石 狩 低 地域 （KITAGAwA 　 et　 al．，1982 ；北 ∫rlほ か ，1985）

や 鹿児島北方地域 （西井上 ・大塚 ，
1987）お よ び房総半

島 の 万 1．11野層 （INIREI 　 et　aL ，1987）な どの ， 日本列島の

北 部 ・南 部 お よ び 東 部 の 地 域の 鮮新統
・
更新統産の 化石

群 につ い て も検討 し ， さ らに広域的な 分帯 を 試み る さい

の 問題点や
’
占植生 の 地理的分布 の特黴 につ い て も，予察

的 に 検討を 試 みて い る．

　今 回 の 検討 で は ， 植物化石群集 の な か で も， 層位的位

遣が 明確で な い もの や ， 更新統産の 化石群集が な い 地域

の もの は ， 省 い て お い た．また ， 明確 な 資料 の 不足や 検

討の 不十分な 点 もあろうか と思 われ る が，大 方 の 御 批

判
・
御教示を お願 い した い ．

　 こ の報文を ま とめ る に 際 して ，東北大学相 馬 寛 吉 教

授，千葉県立 安房南高校黒 川　彰教諭 ，川崎地質  古谷

正和氏，新潟古植物 グル ープ の 斎藤道春教諭 ， 福島大学

大学院の香内　修氏 の 各位 に，御教示 と御協力をい た だ

い た，記 して ，厚 くお礼 申 し上 げます．

H ．　分類群 の 層位分布

　大阪層群 ，魚沼層群 ，ll［都層群 上部 な どで ，分 帯 され

て い る地域的な植物化石群 （帯）を，標準古地磁気年代

尺度 （）vlANK ；NEN 　and 　DALRYMPLE
，
1979）と対応させ な

が ら対比 した 結果を，表 1 中に示 した．そ して ，上記 三

層群か ら， と もに 産出す る分類群 の な か で ， 注 目す べ き

8 つ の 分類群をとりあげて ，それ らの 層位分布を しめし

た ，

　大阪層群産 の 分類群 の J蒔位的分布 に つ い て は，三 木

（1948）を は じめ として 多 くの 研究者 に よ っ て 報告 され

た 資料 に 未公表資料 を 加え て ，
ITIHARA 　et　al，（1987）の

層序 に 従 っ て 整 理 検討 した ．魚沼層群産の 分類群とそ の

層位的分布に つ い て は ， 新潟古植物 グ ル
ープ ・

新潟花粉

グル
ープ （1983） に ょ っ た が ，一部 は鈴木，相馬の 未公

表資料に よ っ て い る．山都層群上部産の 分類群とそ の 層

位的分布に つ い て は，SuzuKI 　and 　MANABE （1987）と鈴木

（1987）に もとず い て い る が ，一
部 は 鈴木 に よ り新 た に 得

られた資料に よ り補足 されて い る，

　 大阪層群，魚沼層群，山都層群上 部か ら，共通 して 産

出す る分類群 の なかで ， Juglans，　 Metaseguoiα ，　 FagUS
，

Men “antlzes
，
　 Paliurusな どの 諸属 が，層位分布上注 目 さ

れ る．

　 1） Juglans属 の なかで は，堅果の 化石が 多産 す る

Jugtans　 einerea 　 var ，　 megaainerea ，ノ．　mandshurica ，ノ．　aitan −

thtfolia の 系列 の 分類群が注 目され る．

　 （1） ．J．　ainerea 　var ・megacinerea と して 表示 した層位分布

の な か に は ，
NIREI （1975）に より 」．　mikii として 区分さ

れたもの を含 め て あ る．」．　cinerea 　var ．　megacinerea が 最後

に産出す る層 準 で は ，た しか に 」．　mikii と され た 小型 の

堅果 の 産出が 多 くな る が，現段階で は両者 は 層位的 に 朋

確 に は 区分 され な い の で ，上 記 の よ うな 扱 い を して お い

た ，また ， こ の 分類群は ， 会津地域の 七折坂層上 部 の ハ

ラ ミロ 亜 期に あた る層準の 直下，すな わち大手沢植物化

石群 と分帯された範囲 の 上 部の 層準か らも産出す る こ と

が確かめ られた，大阪 ・新潟 ・会津 の 3 地域 で は ， 」．

cinerea 　 var ．　 megacinerea は ， ほ ぼ ハ ラ ミロ 亜 期 の 初 め また

は濱前頃の 層準を境 に して ，そ の産出が み られ な い，お

そ らく ， 消滅 の 時期を示 し ， 分帯上 の
一つ の 基準を示す

と考え られ る．な お ，こ の 分類群 は，表 1 に示 した よ う

に ， 大阪層鮮 ， 魚沼層群 ， 山都層群ともに ，鮮新世 と考

え られる層準から多産して い る．

　   」　mandsfiurica は ， 魚沼層群に お い て は 」．　cinerea

var ．　 megacinerea と と もに産出する層位的範囲がか な りあ

る 。す な わ ち ， 田川
一2 植物化石群 と して 分帯 さ れて い

る範囲の 魚沼層群か ら産出す る．古地磁気層位か らみる

とオ ル ドバ イ亜期 の 終りとハ ラ ミロ 亜期 の 始 ま りの 間の

巾間の 層準か ら， J
「．　mandshurica は産出しはじめ るこ と

に な る．しか し ， 山都層群上 部で は ハ ラ ミ ロ 亜期 の 層準

か ら ， 大 阪層群で は そ の 直前か ら， 産出が 知 られ て い

る．また ， 大阪層群 で は ， 同層群 上 部 の Ma 　6 ま で 産出

が知 られ，魚沼層群 で はそ の 最上 部まで 産出が報告され

て い る．一
方 ，山都層群 で は そ の 産出層準が 少 な く，層

位的範囲は明 らかで な い ．

　 ｛3｝ 」．　ailan 　thifolia は ，一一般 に J．　sieboldiana の 名で よ

ばれ て い る堅果化石 を ， 大井 （1983）に よ る分類名 に し

たが っ て 用い た種名 で ある．魚沼層群上部で は SK −010

よ りも い く らか 上位 の 層準か ら産出しは じめ る，大阪層

群上 部で は Ma 　6 よ り上 位 の 層準で産出が知られ て い

る．魚沼層群 に おける最初 の 出現 は ，
ハ ラ ミロ 亜 期の 終

りと松山期／ブル ン ヌ 期の 境界 との 申問の 層準 に あ た っ

て い る．会津 で は，塔寺層 の 上 部 （Td −7）に は じめて 明

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fig．1　1ndex　map
，
　showing 　the 　distribution　of 　the 　Pliocene−Pleistocene　strata 　in

　　　 Japan，　dcalt　with 　in　the　present　papcr ．

確 な もの の 産出があ るの み で ， 資料 が少 な い ，

　2） 34θ旒 6g μ o挧 属 は ，大 阪 ・新潟 ・会津 の 三 地 域 で

は ， と もに 新第三 系 （と くに 鮮新統） か ら，小枝 ，球

果 ， 花粉など の 化石が豊富 に産出 して い るが，消滅時期

の 産出 に はつ ぎの よ うな特徴 が ある．大阪層群で は，下

部 の Ma 　2 の 層準まで 大型 遺体 と花粉 の化石が産 出す

る．新潟の 魚沼層群で は ， 大 型 遺体 の 化石 は 田 川一 1植

物化石群の な かに は よ くみ い だ さ れ るが ， 田川 一2 植物

化石群 の なか に は みい だ されな い ．しか し，花粉化石で

は ， 田川
一2槙物化石群と して 区分 さ れ て い る層準の 上

位 の 芝 の 又植物化石 群の 下部まで ，そ の 産出が確か め ら

れる （相馬の未公 表資料に よる）．会津で は ，七 折坂層

の 最下部 （大手沢植物化石群 の 下部） の オ ル ドバ イ亜期

の 層準直上 ま で は大 型 遺体 は産出する が ， よ り上 位に は

み い だされ な い ．しかし，花粉化石 は ， 七 折坂層上 部の

な かの ハ ラ ミロ 亜期 と考え られ る層準の 頂下まで はみい

だされ る，上位 の 大 沢植物化石群 の なか に は，大型 遣 体

も花粉 もともに み い ださ れ な い ．

　会津や新潟で は ，オ ル ドバ イ亜期 の 直後か ら，花粉で

の み そ の 産出が 知 られる層位的範囲が か な りある ．会津

で は ハ ラ ミ ロ 亜期 の 直前 ま で ， 新潟 で はハ ラ ミ ロ 亜期の

後まで みとめ られ て い る．こ れ は ，
Metaseguoiα の 個体

数が 減少 し，大型遺体 が搬入 ・
埋没 さ れや す い とこ ろ

に は ， もはや 生 存 して い な か っ た こ とに よ る と考 え られ

る．大阪層群の Ma 　2 は，ハ ラ ミロ 亜期 と松山期／ブル

ン ス 期境界の 中閧の 時期 に あた る と考 え られ て い る の

で ，大阪 ・新潟 ・会津 の 三 地域 の な か で は ， 最もお そ く

まで 残存 し，会津で は い くらか 早い 時期 に 消滅 した こ と

を示 して い る．新潟で もハ ラ ミ ロ 亜期 よ りも後ま で 残穿

して い る と考え られ るが ，三 地域 で は ，
ハ ラ ミ ロ 亜 期 か
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ら松山期／ブ ル ン ヌ 期境界以 前 まで の 時期に ほ ぼ消滅 し

た と考 え られ る，会津 で は早 く，新潟 ・大阪 で は お くれ

て い る の で は な か ろ うか ．また ， オ ル ドバ イ藍期直後頃

を境 に して ，会津
・新潟で 大 型 遺 体 が 産出 しな くな る こ

と も分 帯上 の
一つ の 基 準 と して 注 目す べ きで あ ろ う．

　3） F αgus 属 の 大型化石 として は葉片と殻斗
・種子な

ど が よ く産 出す るが ，研 究 者 に よ り岡 定 ・分 類 の 上 で 多

少異な った 見解が あり ，
い くつ か の 種名で報告さ れて い

る．こ こ で は ，よ く産出す る Fagus　miarecarPa 　Miki と

現存種で あ る F ．齠 照   Blume を と り あげて そ れ らの 層

位的産出状況 を 検討す る．

　（1｝ F ．microcarPa は，汰 阪で は 大 阪層 群の ほ と ん どの

層準で その 産出が知 られ ，会津で は小柳津 と袋原 の 両植

物化石群 に よ く産出するが，大手沢や塔寺 3
ー
の 植物化石

群申に もみだ さ れ る ．新潟の 魚沼層群 で は，田 川一 1 ，

田川 一2 と芝 の 又の 各植物化石群 に みい だされる，芝 の

又 で は ， SK −OIO の 層準 の 下位まで 産出して い る．

　  　丑 齠 π伽 は ， 大阪層群で は Ma 　5 から上位の 魍

準に産出し，魚沼層群 で は SK −OIOの 上 位約 40m の 層

準 か ら上 位 で 産 出す る ，一方 ， 会津 で は，七 折坂層最上

部 の 塔寺 1 ・2 植物化石群で はじめ て 産出す る．新潟 や

会津 で 瓦 齠 η 磁 が は じめ て 出現 す る時期 は ，標 準 古 地

磁気年代尺度と対応 させ て み る と，ハ ラ ミロ 亜期 の終 り

と松i！醐／ブ ル ン ヌ 期 の 境界 の 中間の 時期 となり，新潟

に お け る Juglans　 aiganthifolia の 最初 の 出現の 時期 と一

致す る と考え られる．

　Fagus　crenata と EmicrecarPa の 分 類 は ，か な り微妙

な 聞題 もある と思われ る が，現存する F ．crenata の 典型

的な殻斗や 葉片 と 同 じ形態的特徴を有するもの を 丑 鷹

nata に 同定 し，三 木 （1933）に よ っ て 規定さ れ た 著 し く

小型 の 殻斗 と小型で 側脈数の 少 な い 葉片 を 有 す る も の を

F．　microcarPa と した ．しか し ， な か に は中間的な 形質 の

特徴をもつ もの もある が ，こ れ も F．micrecarPa に 含 め

て お い た ．

　 4） ManPtanthesも，そ の 種子 の 化石 （種皮が多少炭化

した 状態 で ）が よ く産出す る ，会津 や 新潟 で は，ガ ウ ス

正磁極期 の 後半 に あた る層準か ら以後 に よ く産出す る．

と くに会津 で は，小柳 津 植物 化 石 群 の な か に は み い だ さ

れず ， 袋原植物化石 群 か ら後の 各植物化石群中 に はよ く

み い だ さ れ る．袋原植物化石群の もの は，小 型 の 種 子

で ，腫皮も薄 く，種皮 の 組織 も現存す る もの に くらべ て

発達 の 程度 が貧弱で ，
M ．　tnfoliata　var ．　 minusclus として

分類さ れて い る　（SVZDK ・，1961）．大手沢植物化石群で

は ， そ の 上部 に な る と，こ れ に くわ え て 現 生 型 の 特徴を

有す る種 子化石が 出現す る よ うに な っ て い る．こ の 層準

は，古 地 磁気層 位 か らみ る と，オル ドバ イ亜期 と ハ ラ ミ

ロ 亜期の中間の 畴期にあた り，大阪層群 に お け る M ．

trifoliataが 最初 に産出す る時期に 近 い ．

　5） Paliurus　niPPonicus は ， 大 阪層群で は Ma 　7 以
．
ド

に ，魚沼層群で は SK−020 の 直上 の 層準以 下 に そ の 産

出 が ある が，山 都層群 で は 小 柳津 植 物化 石 群 を最後 に産

出が知 られて い な い ．会津 ， 新潟 ， 大阪の 順で 消滅 の 時

期が 遅 れて い る こ とを 示 した 示 して い る．

　以上 の 諸属の ほ か に ， 大 阪層 群，魚 沼 層 群お よ び 山都

層群 の 上 部か ら，共通 して 産出が見られ るもの で は ない

が，次の よ うな分類群の 層位的分布が 注 日 され る．

　6） 温 暖地 域 に残存する第三 紀型 の 分類群

　G9）Ptostrobusは ，新潟で は 大 型 遺 体 で み られ る Meta−

seguoia の 層位的分布とお な じ分布を示 し ， 大阪層群で は

最下部 に産蜘が限 られて い る．会津 で は，小柳津植物化

石 群を 最後 に 産 出 し な くな る ．

　Pseudolarixは大阪層群と会津の 和泉層とか ら産出が知

られ て い るが ， 大 阪層群で は最 下 部 の みか ら知 られ ，会

津 で は和泉層 上 部 の 袋 原植物化石群を最後 に 産出 しな く

な る．

　 Liguidambα r は ， 大型化石で は ， 大 阪層群の 最下部 の み

に そ の 産 出があり，そ れ以後 ，すな わ ち ガ ウ ス 正磁極期

の 終り頃か ら後で は産出は 知 られ て い な い ，会 津 の 山都

層群 で は，藤峠層か らはよ く産出する が ， そ の 上位の 和

泉層 か らは 産出 しな い ．すなわち，小柳津植物化石群以

後の 化石群に はみとめ られな い ，一方，花粉化石で は，

大阪層群の 場合，Metaseguoiaが 最後に 産出す る層準 の 頃

ま で 産出す る，会津 の 場合，和泉層か らは花粉化石 もほ

とん ど産出 しな い ．魚沼層群か らは ，
Liguidamdar の 大

型化石 の 巌出は知 られて い ない ．

　 7） 寒冷地 域 に 分布す る第 四 紀型 の 分類群

　 Picea　」
’
ezeensis と Pinu∫ koraiensisは ， 魚沼層群 か らは

産出 しな い が ，山都層群 の 七 折坂層上部 と塔寺層 とか

らよ く産出 す る，大阪 層群 下 部 ・上部 か らは P ．　k・ra−

iensisが産出す る．大阪層群で最も下位の もの と して は ，

千璽山 タ フ の 下位の 層準 か ら Metaseguoia と と もに 産出

し ，オ ル ドバ イ亜 期 と ハ ラ ミ ロ 醜 期 の 中間の 時 期 に あ た

る と考え られ て い る （ITmARA 　 et　 aL
，
1987）．一方 ， 会

津 で は ，
PinUS　koraiensisは ，ハ ラ ミ ロ 亜 期 に あた る 大 沢

埴物 化石 群で は じめ て そ の 産出が 知 られ る．ま た，Picea

jezoensisも大沢植物化石群で は じめ て 産出して い る．大

阪層群 に お ける PinUi　koraiensisの 最初の 出現の 時期は ，

魚沼層群に お け る Juglans　 mandshurica の 最初 の 出現 の
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時期とほ ぼ 同 じ頃に な る と考 え られ る．な お ， 」
「．　mand −

shurica は 日本列島か ら消滅 して い るが ，
　Picea　iezoensisや

PinUS　k・raiensis は 隔離分布の 状態 で な お 残存 して い る ．

　 S）　 日本列 島固有 の 分類群

　さきにの べ た ノuglans 　ailanthifelia や F4gπ∫ 粥 鰡 α の

よ うに ， 大阪 ・新潟 ・会津 の い ずれかの 地域で ，ハ ラ

ミ P 亜 期の 終 りと松山期／ブ ル ン ヌ 期境界 の 中間の 時期

以後に 産出 して い る 分類群 が い くつ かあ る． Pterocarla

rftoifotia （塔寺層下部 の 塔寺 3 − 4 植物化石 群 以 後 ），

Tsuga　diversifelia（塔寺層下部の塔寺 4 植物化石群以後），

Abies　 veitchii （大阪層群 Ma 　6 と Ma 　7 の 申間層準）．な

お ，会津 の 大 沢 植 物化石 群か ら Abies　veitchii と して 報告

したもの は，標本の 保存が下良で ，
Abies　sp ．とあらため

る．

　 以上 の 分類群 は ， 現在 日 本列島に 固有 の 分布を 示すも

の で あ る こ と と ， 松 山期／ブ ル ン ヌ 期境界の 直前頃 の 時

期以降 に 出現 して い るこ とが注 目され る ，こ れ らの 分類

群が Fagus　crenata や ノuglans 　aidanthifolia とお な じ時期 に

そ ろ っ て 出現 した の か ，そ れ と もい くつ かの 段階を追 っ

て 出現 した の か は ，今後 に 検討を要す る 課題で あろう．

　 9） 暖帯性 の 常緑広藥樹の 分 類群

　 Cinnamoum や （luercus（（］“clobatanoPsis ）な ど は，大型

化石で は大阪層群上 部 の Ma 　8 層準 に の み 知 られ，山都

層群上 部や 魚沼層群か らは知 られて い な い ．花粉化石で

は ，大阪層群 で は Ma 　3 下部，　 Ma4 中 ・下部，　 Ma 　6

下部な どで Qttercus（CpclebalanoPsis）が多産して い る，

H1 ．　 基 準面 と分帯

　大阪
・
新潟

・
会津 の 三地域 に おけ る鮮新

一
更新統を 植

物化石 に よ り分 帯 す る に あ た っ て の 基準面 と して は，前

項で の べ て きた分類群 の 層位的分布か らつ ぎの ような 分

類群 の 出現 と消滅 の 時期が注 目される．

　 1） 大阪や会津で は，大型化石か らみ る と ， 第 三紀 型

の 温 暖 地性の 分類群 （P58認 吻 癬 ，　 Seeuoia，　 CtJvPtostre6Us

Lieuidambar，　 N2 ∬ a，　 Patiurusなど）の なかの い くつ かが

そ ろ っ て 産出 しなくなる層準 があ る，そ れ らの 分類群

は大阪 と 会津 で 必ず し も同 じ もの で は な い が ，注 目す

べ き こ と と 考 え られ る．こ の 層準 は ガ ウ ス 正磁極期の

後半に あた る．一方 ， 会津で は，こ の 時期に Men ）anthes

trifeliata　var ．　ininuseulus や Picea　 cf ．　 maxintowiczii ＊
の 禺

現がある．大阪で は P．cf ．　inaxilnowiczii は よ り早 い 時期

＊ Piceα maximocvicxii あ るい は P．　cf．　maximowiczii とし

　て ， 各地域 か ら報告 され て い る遺体化石 は ， 種 の 同定

　 上 別 の 種 と み られ る もの が 多 い ．こ の 報文 で はジ
ー
応

　 Picea　cf．　 maximo ω ciczii と して 扱 っ て お くこ とに す る．

に 出現 して い る．Men ］anthes 　trifoliatα　var ．　minusculus の

出現 は知 られ て い な い ．

　2） 必ず しもお な じ 時期 に 出現 は して い な い が ，大

阪 ・新潟 ・会津 の 三 地域 で ，オ ル ドバ イ亜 期 以後 ，ハ ラ

ミ ロ 亜期以前の 間の 時期で Menコanthes 　trifeliata（大阪 ・

会津 ・新潟？），
Pinus　 koraiensis（大阪）， ／ugtans 　 mand −

shurica （新潟）な どの 出現 が あ り，Picea　 cf・　 maximOit ’iczii

（大阪
・会津） が よ く産 出 す る よ うに なる．会津 で は

PinUS　koraiensisと Picea　J
’
ezoensis とが，ハ ラ ミ ロ 亜 期 の

時期 に 出現 して い る．P ．　 cf．　 maximowiczii 　tcの ぞ く ，
こ

れ らの 種は 現在中国北部か ら沿海州などの 地 域 に か けて

分布の 本拠 地 を 有す る寒冷地性の 分類群 で あるが ， オ ル

ドバ イ 亜期以後ハ ラ ミ ロ 亜期まで の 間 に ，大 阪
・新潟 ・

会 津 な ど の 地 域 に つ ぎつ ぎと出現 した もの と考 え られ

る．こ れらの 最初 の 出現の 時期は ， オ ル ドバ イ亜期 とハ

ラ ミ ロ 亜期 と の 中間の 時期 に あ るが ，分帯 上 の 基準 と し

て 重要 な もの と考えられ る．

　一方 ， オ ル ドバ イ亜期か らハ ラ ミ ロ 亜期直前まで は ，

Metaseguoia
， ／ugtans 　 cinerea 　 var ．　 megaeinerea ，　 Pterecar／a

Paliurusな ど が 残存 して い る．Metasegueiaを の ぞ い て は ，

ハ ラ ミ ロ 亜 期 の は じま り頃 ま で に消滅 して い る と考え ら

れ る が ，
Metaseguoiaは ， 会津 で は ハ ラ ミロ 亜期の はじま

り頃に ，新潟 や大阪で は ハ ラ ミ ロ 唖期 の 後まで 残存 して

い た と考 え られ る．こ れ らの 分類群の 消滅 の 時期も分帯

上 の 基準の
一つ と考え られ る．

　 3） 新潟 や 会津 地 域で は， ハ ラ ミ ロ 亜 期 と 松山／ブル

ン ヌ 期境界 との 中間の 時期で ， 日本列島に 固有 の 分布

を示す FagUS　 crenata の 出現 があ り，さ らに 新潟で は

Juglansα跏 η 嶇ル伽 な どが 出現 し は じめ る．大 阪 で は こ

れ らの 種 の 出現 は少 し遅 れ る が ，ほ ぼ 同じ時期 に 出現 し

て い る，さ らに ，
ハ ラ ミロ 亜期 の前後 の 時期の 聞に ， 残

存 して い た Metaseguoiaが 消滅 した と考 え られ る．こ れ

らは分帯 上 重要な基準とな る もの で あろ う．

　4） ブ ル ン ヌ 正 磁極期 に あた る 大阪層群の 上部で は ，

Ma 　6 また は そ の直上 の 層準まで jugtans鷁 砌 ゴ5勧 痂 α
，

Cunninghamia，　 Paliurus　niPPonicus な どが残存して い る。

そ して そ の 上 位 の Ma 　6 と Ma 　7 の 問の 層準 に あた る満

池谷植物化石群 に は Abies　veitchii や Larixな どの 新しい

分類群 の 出現があ る．こ の よ うな分類群の 繊現 と 消滅

は，分帯 上 注目すべ きもの と考え られ る．しか し ， 魚沼

層群 の 上 部や塔寺層か らの化石群 に は ， 現在 の 段階で は

こ の よ うな 明確 な 資料は得 られ て い な い ．魚沼 層群上部

で は ， そ の 最上 部か らも ノuglans 　 mandshurica の 産出が

報告 され て い る ，．一方，塔寺層か らは そ の 下部 （塔寺 4）
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か ら新 し く Tsuga　diversifoliaの 出現 が ある，

　以上 に の べ た よ うな大阪層群上部 の なか に 見い だされ

る 分帯の 基 準 が ， ど の 範囲の 地域 に 有効で あるかを念頭

に お きな がら検討を 進 め る必要が あ ろ う．

　さらに ，会津 で は大沢 ， 塔寺 レ 2
， 塔寺 3

， 塔寺 4 ，

塔寺 5 ・6 ，塔寺 7，塔寺 8 の 植物化石群集をみ る と，

相対的に 寒冷地 性の 分 類群 の 優勢な 組成 を 示す もの と相

対的に 温 暖地性 の 分類群 の 優勢な組成 を 示す もの とが，

層位 的 に 交代して 出現 して い る 特徴を 示 して い る （鈴木，

1987）・こ の ような変化は ， 大阪層群下部 MaO 以後 同

層群上 部に か けて もか な り明瞭 に あらわれる．と くに 満

池谷や上 ケ原植物化石群で 示 され る よ うに ，
Ma 　6 か ら

後 の 時期で きわめて 明瞭で あ る．新潟 の 魚沼層群 の 上 部

で は，そ の 下部 （会津 の 大沢植物化石群や大 阪 の Ma 　2

／Ma 　3 の 植物化石群に対比され る ）を の ぞ くと こ の よ う

な 層位的変化は み い だされて お らず ， 大局 に お い て ブナ

林 に 近 似な 植生を示 す化石群集の み が知 られ て い る．し

たが っ て ，寒冷地性の分類群 の 優勢な化石群集と温暖地

性 の 分 類群 の 優勢な 化石群集 との 交代的出現を広域 的な

分 帯 の 基準 とする場合 に は慎重な検討 が 必要で あろう．

すなわち，こ の よ うな変化は 時聞的に も空間的に も表れ

る環境の 違 い を あ らわ して い る にす ぎな い こ と が ある か

らで ある．

　大 阪 層 群 の Ma 　6 以後 に お け る化石群集の 組成 の 層

位的変化と塔寺層の 塔寺 5 ・6 以後 の 化石群集 の 組成の

層位 的変化は，主 な構成種で 共通す る もの は多 くはな い

が ， よ く似 た 傾 向 の 環 境の 変化を 示 して い る よ う に 考 え

られる．そ して ， 層位上 の 位置からみ て も，ほ ぼ 同 じ時

期 に あた る よ う に 考 え られ る．おそ らく， たがい に 対比

し得 る層準 と考 え られ る ．しか し，大阪層群 の Ma 　6 と

そ れ 以後の 間を区切 るような 分帯上 の 基 準 とな る分類群

は ，塔 寺 層 の 場合 み い だ さ れて い な い ．な お ， 魚沼層群

上 部の 上限が 大阪層群の Ma 　6 以下 と考 え られ る の か ど

うか も，今後 に残された検討課題 で あろ う．と同時に ，

魚沼層群上部の 堆積時に は植生 の 交代的変化が そ れ ほ ど

明瞭 に表れて い な か っ た こ とを示 して い るの か も知れな

い ．こ れも将来に残された 検討課題 の
一一

つ で あろう．

　以上 に の べ て きた と こ ろか ら， 大阪 ・新潟 ・会津 の

鮮新
一

更新統 は ，表2 に 示 した よ うに ，4 つ の Zone

（Concurrent　 range 　zone ）1こ区 分 され るで あろ う．も っ

とも下位 の Metaseguoia−Seguoiα一Nウ ssa　Zone は ガ ウ ス 正

磁極期後半以前の 鮮新世前半の 時期の もの で ，第三 紀に

普通な 古 い 型 の 温 暖地 性 の 針葉樹 と 落 葉広葉樹 の 分 類

群を多く含む特徴がある。こ の 上 位 の Metaseguoia−Jug一

tans　 cinerea 　 var ．　 megacinerea −Fagus　 micr ・ carPa 　 Zone は ガ

ウ ス 正 磁極期後半 以後オ ル ドバ イ正磁極亜期 の 後 まで の

ほ ぼ鮮新世後半の 時期 の もの で ，古 い 型の 分類群 は減少

して い るが ，ま だ い くつ か が 残 存 して い る特微を示 す ほ

か ， 地 域 に よ っ て は Menyanthes　trifotiata　var ．　minuscuius

や Piceα cf ．　 maximove ，icziiな どの 新し い 分類群を伴 う特

徴があ る ．さらに 上 位 の Metasegueia −Jugtans　 mandshur −

ica−Men］ anthes 　trifoliata　Zonc は オル ドバ イ正磁極期 の

後 の 時期か ら ハ ラ ミ ロ 正磁極亜期の 終 り と ブル ン ヌ 正磁

極期 の 始ま りと の 中間の 時期まで の ほ ぼ更新世前期に あ

た る と考え られ る．Metaseguoiaや Juglans　 cinerea 　 var ・

megacinerea ，　 PterocatJa　 Paliurusな ど の まだ 残存 して い

た分類群 がつ ぎつ ぎと消滅 するの と，新 たに 出現 した

Jugtans　 m α ndshurica ，　 Men 丿anthes ご顧 oκα‘α，　 Pinus　koraie−

nsis な どの 寒冷地性の 種が優勢に な る 時期で あ る．こ の

Zone は ，
ハ ラ ミロ 正磁極亜 期 の 始ま り頃を境に して ，

下位 の jugtans　 ainerea 　 var ・　 megatinerea −Pinus　 ko「aiensis

Subzone と上 位 の Jecggans　 madshurica
−Pinus　 koraienSis

Subzone に 細 分 され る．前者 は ，ま だ ．luglans　 cinerea

var ．　megacinerea が 残存 し ， 新し い 型 の Pinus　 koraiensis
，

ノuglans 　 mandshurica
，
　 MenJanthes　 tnfoliata が ， 各地 域

で 出 現 しは じめ た 時 期 と 考 え られ る．こ れ に 対 して ，

Juglans　mandshurica −Pinus　koraiensis　Subzone は ，
　 Ju81ans

cinerea 　 var ，　 megacinerea や 1）terocar］α Paliurusが姿 を 消

し，Pinus 　koraiensis，　 Jugtans　 mandshurica ，　 Menyanthes

trifotiataな どが 優勢とな るが ，
　Metaseguoiaは一部地 域で

残存 して い た 時期で ある．申国大 陸北部に 広 く分布す る

寒冷地性 の種 が優勢とな る特徴が み られ る．

　最 も上 位 の FagUS　 crenata −Jugtans　 aitanthifolia −Tsuga

diversifolia　 Zone は ， ブ ル ン ヌ 正 磁極期の 直前頃以降 の

時期で 更新世中期 に あた る と考 え られ る ．上 限 は 明らか

で はな い が ， 最終間氷期の 地層まで が含まれ る可能性が

ある．現在 日本列島域 に 固有な分布を示す Fagus　cren αia，

ノzaglans 　ailanthifolia
，
　 Tsuga　diversifoliaな ど が出現 ・繁栄

して い る時期で ，大阪
・
新潟 な どの 地域 に 残存 して い た

古 い 型 の 分類群 （PaliurUS　 niPPonicus ，
　 Cunninghamia，

　Sa−

pium　sebiferum 　 var ．　pteistoceasaな ど）や Juglans　 mands 一

勧 漉 σ な どの 比較的新 しい 種 もつ ぎつ ぎと消滅 して い く

時期 で あ る．先 に もの べ た よ うに ，地域 に よっ て は，い

くつ かの Subzone に 細分す る こ とも可能 で ある が，広

域に わた っ て い くつ か の 分類群の層位的分布を基準に し

て 細分 する こ と は き わ めて 困難 で あろ う， しか しな が

ら ， 先 に 述 べ た よ うな 根 拠で ，七 折 坂 層 最 上 部 か ら塔 寺

層下半部にか けて 産出す る塔寺 1 ・2 一塔寺 4 の 植物化
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石群 は 大 阪層群 上 部 の MaS か ら Ma6 に か けて 産出す

る化石群 に 対比 され ， 塔寺層産の 塔寺 5 − 8 の 化石群は

Ma 　7 の 下位か ら Ma 　9 に か けて 産出す る化石群 と対 比

され る で あ ろ う．会津
・大 阪の 地 域 に か ん す るか ぎ り ，

下位 の もの を Lowersubzone，上 位の もの を Upper　sub −

zone と仮 に 区分 して お くこ と に した い ．もちろ ん ， こ

の 区分が魚沼層群や後 に述べ る 卯辰山層 な どH本海沿岸

域の 地 層 に も適用 し得 るか 否かは今後 の 課題で ある．

1V ．　 その 他の 地域 に おける 鮮新統 ・更 新統 と

　　 植物化石 群集

　大 阪層群
・
魚沼層群 ・山都層群 上 部 の ほ か に も，植物

化石を多産す る鮮新統
・
更新統は ， 日本列島の 各地域 に

分布 して い る．これ らの うち，鹿児島北方 ，金沢市付

近 ，房総半島，福 島盆 地 ， 石 狩低 地 帯 な ど の 地 域の 鮮新

統や 更新統を と りあげて ，産出す る 植物化石群集 の 分類

群組成 の 特徴か ら ， 前項 で 述べ た分帯 との 対比を考察し

た ．

　1． 鹿児島北方地域

　こ の 地域に おけ る鮮新統 ・更新統として は ， と もに 植

物化石を多産す る永野層 と こ れを 不整合に おお う国分層

群が知られて い る （西井上 ・大塚 ，
1983）．K −Ar 年代値 ，

F．T ．年代値 お よ び古地磁気層位の 資料な どか ら，永野

層 は鮮新一
更新世 ， 飃分層欝は 前一

申期更新世の もの と

考え られて い る （OTSUKA， 1987）．

　永野層の 植物化石群は ， 筆者の
一人鈴木が検討 した結

果で は ，
Metaseguoiaを はじめ ，

　 Seauoia
，
　 Cunninghamia

，

Carpinus　tscltoneskii
， （之uercus 　 serrata

，
　 Fagu ∫ microcarPa ，

Zelkova　serrata
，
　 Acer　 mono な ど の 温 暖地 性 の 針葉樹 と落

葉広葉樹の 分類群か らな り ， 暖亜熱帯性の 常緑広葉樹 の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

日本 の 鮮新一更 新 統 の 植物 化 石 に よ る分帯 177

分類群 は み い だされない ．年代値 の 資料 ともあわせ て ，

Meta ∫egueia −1ugtans　 cinerea 　 var ．〜negaciner 彦a−Fagus　micrOC −

arpa 　Zone の もの と考え られ る．

　約 300m の 厚 さを 有す る国分層群 は，下位か ら加治

木層 ・
鍋倉火砕流堆積物

・
蒲生層

・
小田火砕流堆積物

・

隼人層に区分さ れ て い るが ， 火砕流堆積物 と隼人層上部

を除く各層 か らは豊富な化石群集を産して い る 。FagUS

crenata
，
　 F．　mierocarPa

，
　 Carpinus　 tschenoskii，（Zuercus　ser−

rata ，
　 Zelk・ va 　Serrata，

　 Aeer　 meno などの 温帯牲の 落葉広

葉樹種が全 層 を つ うじて よ く産出す る ｝琴か ，多数の 層準

か ら Cinnamomum ，　 Machitus，　 Neotitsea，　 Quercus（（加ム

obalanePsis ）などの 暖亜熱帯性の 常緑広葉樹 の 分類群 も

産出 して い る ．

　暖亜熱帯性の 常緑広葉樹の 分類群を産出する層準 と産

出しな い 層準 （隼入層の 下部一
蒲生層 の 中部）か らの 植

物化石群集 とが，植生 の 交代的変化を示 して い るの かど

うかは明らかで はない が，国分層群下部 の 堆積時か らす

で に暖亜熱帯性の 分類群が い くつ かそろ っ て 出現して い

るとい う特徴がある．FagUS も国分層群 の 全層準を とお

して 産出す るが，葉片化石で は Fagus　crenata と F．　micro −

carP α が多 くみ られ ， 殻斗で は後者の タ イプの もの が い

くつ か 見い だ され た ．一
方，蒲生 層下部 か らは Liguida−

mbar が 産出 して い る （SUZVKI　 et　 al．，1983）．しか し，

Metasegueia，　Segueia，　 Cunninghamiaなどは ， 国分層群の

全層準を とお して み い だ され て い な い ．

　国分層群 に つ いて の 古地磁気層位や放射年代値 （0．64

お よび O．　77　Ma ）な どを考 慮 に 入 れ て 判 断 す る と ， 国 分

層群産 の 植物化石群 は ，FagUS 粥 側 欧 ノπ4 砌 3 α跏 η 謝 吻
一

lia−Tsuga　diversifolia　 Zene に 含 ま れ る もの で は な い か と

考 え られ る ．大 半 は，そ の 下部亜帯 に 含 ま れ る もの で は

なかろうか．Liguidambar がまだ 残存 して い た こ とが 注

目 され る．とfo］eeに ， 暖亜熱帯性 の 常緑広葉樹の 分類群

と FagUS　 crenata とが，ともに 多産す る こ とが 注 目され

る．

　2．　 金 沢市周 辺 地 域

　金沢市周辺 に 分布す る卯辰山層 とそ の 産出植物化石群

は ，楡井 （1969） に よ り報告 さ れ て い る． こ の 化石群

は全 体 と して ， ほ ぼ FagUS　 crenata −Jugtans　ailanthifetia 一

Tsuga　diverstfolia　Zone ｝こ含まれると考え られる．　Jug・
tans　 mandshuriea と 」，　aitan 　thifoliaの 層位分布か らみ る

と ， 卯辰山層下部 （UMa 　1−UMa 　5）は大阪層群の Ma 　3

か ら Ma 　6 まで の 地 層 に 対比され， こ の 帯の 　Lower

subzene にあた る と考えられ る．卯辰 山層上 部 は 大阪層

群の Ma 　6 よ りも上位の 地層 に 対比され Upper　subzonc

に あた る こ と にな ろ う．しか し ， 満池谷 や 上 ケ原植物化

石群 と 同 じよ うな 組成を有す る 化石 群集 は 見 い だ さ れ て

い な い 。資料不足の ため か ，日本海の 沿 岸地域 と い う地

理的条件 に よ るもの なの か，魚沼層群の 場合とともに今

後 に 残され た 課題で あろ う、

　3． 房総半島

　最 近 み い だ された 万田野層産 の 植物化石群 が注 H され

る．N 江REI 　 ct　 aL （1987）は万 田野層中部 か ら Picea　 cf ．

maximowiczii ，　 Tsuga　diver”Lfolia，
　Fagus　 crenata など か ら

な る 寒冷地 性 （冷温帯北部）の 植生を示唆す る化石群集

の産出を報告 した ．一方 ， 黒川 が 最近別産地 の 斷層か ら

採集した 葉片 を 主 とす る 化石群集 に は　FagUS　 crenata ，

Quercus漉 蜘 」α
，　 Carpinus　cerdata ，　 Picea　sp ．，　 Abies　 sp．

などが含まれる．こ れ らは ，現在の 房総半島の 植生 と比

べ る と，い ずれもか な り寒冷 な植 生 を示 して い ると考え

られ る．

　万 田 野 層 の 層 位 や 古 地 磁気層 位 な ど を 考 え 合 わせ る

と ，
NIREI　et　aL （1987）が指摘したよ うに ，大阪の満池

谷植物化石群に 対比 さ れ る と考 え られ ，同 時 に会津 の 塔

寺 5 ・6 の 植物化石群 に 対比 さ れ る で あ ろ う．お そ らく

Fagus　crenata −．ノugtans 　 ailanthif ・tia−T5％9α 伽 6プψ ’瓰 Z・ ne

の Upper　 subzone の 最初 の 寒冷期を指示 す る化石群集

と考 え られ る ．

　4． 福島盆地

　福島盆地周 辺 に分布す る清水町層や 高田層か ら産出す

る植物化石群集が ， 鮮新一
更新世の もの と考 え られ る．

清水町 層 と高 田層 と は 分 布 地 域 が た が い に 離 れて い て ，

直接の 層位関係は確か め られ な い が ， 下位 の 清水町層 に

不整合 に高 田 層 が 重な っ て い る と 考 え られて い る 　（鈴

木
・吉 田 ，

1972）．

　最近採集された清水町層からの化石群集は ，
Metasegu・−

ia
，
　 Psezadotsuga

，
　 Picea 　cf ．　 maximelviczii ，　P ．　koribaiな どの

針葉樹と Pterecarya　Patiurus，
　 Fagus　microcarpa

，
　 Corylus

heteroPh／lta，　 Quercus　 cn
’
sPula

，
（7arpinus　tschonoskii，　 Tilia

maxim ・ wiazii な どの 落葉広葉樹 を 主 とす る もの で あり ，

BUXUS な どの 常緑広葉 の 低木を伴 っ て い る．こ の中で ，

Metasegueiaは下部の 層準 か らの み見い だ され る．こ の よ

うな 化石 群集 は ，会津 の 袋 原 植物化石群 と大 手沢植物化

石群の 下半部の もの に対比され ， あきらか に MetasegUO−

ia−∫uglans 　cinerea 　var ．　 me8acinerea −Fagus　microcarPa 　Zonc

に 含まれ る もの と考 え られ る．

　
一方 ， 高田層 上 部か らは ，Pieea　cf．　 maximeu

’iczii
，
　Pinus

koraiensis，　 Larix　cf ．　kaemPfen
’
な どの マ ツ 科 の 針葉樹の 分

類群を主と し ，
MenJanthes　trifeeiataな どの 水草を伴う化
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石群集が産出 して い る．古地磁気層位か らも，高田層は

ブ ル ン ヌ 正 磁極期 の もの と 考え られて い る　（真鍋 ・鈴

木 ，
19B8）、高田層上部 の 化石群は ， 会津の 塔寺 5 ・6 の

化石群集 に 対比され る と考 え られ，F αgπ 5 鷹 翩 αゴ 罠g伽 5

aitanthifolia −Tsuga　diverstfolia　 Zone の UpPcr 　 subzone

化石群集 の
一

つ を あ らわす もの で あろう．

　 5．　 石 狩低地帯

　北川 ほ か （1985）に よ る と ， 下野幌層 は古地磁気層位

か ら，ハ ラ ミロ 亜 期以 降ブル ン ヌ 正 磁極期 に か けて の 更

新肚の 前 ・中期の もの と考え られて い る．下野幌層 の 下

部か らは ，
Picea　glehniiや Men 丿anthes 　 trifoliataの 産出

が ，同層 上 部 か らは Abies　sp ．
，
　 Tsuga　sp ．，　P伽 嬢 zo6 η52∫，

MenJanthes　trtfoliataの 産出が報告されて い る（KITAGAWA

ct　 aL ，1982）．こ れらの うち Picea　 geehnii の 産晦はとく

に注目さ れ る．この ほか ， 矢野 （1987）に よ る と下野幌

層の 上位 に位置す る と考 え られる ニ タ ッ ポ ロ 層 の 下部 か

らは ，Abies　 veitchii，　 Pinus　koraiensis，　Juglans　aNanthifo −

lia，　Pゴ68り θzo6 η∫ぎ5，　 S　tコrax 　
」

’
aPonica ，　S．　obassia ，　Fα9π∫粥

・

nat α などが産出 して い る．くわ しい 層位とともに化石觧

集 の 産出順序を確認す る こ とが 今後 の 課題 として 残 さ れ

て い る が ，化石群集の 特徴か らみ て ，FagUS　crenata −Jug一

伽 5 翻 α漉 蜘 伽 一2「躍 9 α 伽 硲 帥 地 Zone に あたるこ とは，

まず ま ちが い な い と考え られ る．針広 混 交林 の 組成 を示

す植生 の存在が推測され る．

　矢野 （1987）に よ る と，下野幌層 に 不整合 に 重な る音

江別川層の 最下部層か らは ，
Abies　 sp．

，
　 Piaea卸 06繍 ，

ノugl α ns 　aitanthifolia の 産出が 報告 さ れ ， 中部層 からは

Juglans　aitanthifotia ，　 Cor21us　sieboldiana ，　 Fagus　crenata ，

Queraus　serrat α，　 M αgnogia　kobus，　 Styrax　j
’
aPonica な どの

冷 温 帯 性の 落葉広葉樹を主 とす る 化石群集を産出 して い

る．音江 別 川層 も化石群集か らみ る と FagUS　crenata −」
「
ug −

lans　aitanthifoti α
一「 ∫ 既g α 跏 畷 和伽 Zone に含 ま れ る と考

え られ ， 寒冷地性の 樹種を主 とする群集と ， 冷温帯性の

落葉広葉樹を主 とする群集の 交代的出現 の 特徴が みられ

そ うで あ る．

V ．　 む　 　 す 　 　 び

　1． 大 阪
・新潟

・会津 の 三 地域 の鮮新一更新統は ， 産

出す る 植物化石の 申で ，注 目すべ き分類群 の 層位的分布

か ら考 え られる 出現と消滅 （出現状況）を基準 に して ，

表2 に示した よ うに 分帯され る．

　Metasegueiaを は じめ とす る 日本列島か ら 消滅 して し

ま っ た ス ギ科 や マ ツ 科 に ぞ くする分類群の 消滅層準 ， 同

系列と考 え られ る Juglans　cinerea 　var ・megacinerea −
」．　man ・

45加 廨 αゴ．ailanthifotia の 堅果化石の 層位的出現の 状況 ，

Fagus　 micr ・carPa や E 粥 剛 α の 層位的出現状況お よ び

Pinus 　koraiensis
，
　 Picea　」

’
ezoensis

，
　 Tsuga　diversifeliaな ど の

寒冷地 性の マ ツ科 の 分類群 の 最初 の 出現の 層準な ど が ，

分帯上有力 な手が か りとな る と考 え られ る，な お ，Men −

）anthes や TraPa な どの 水草の 分類群の な かにも重要な

もの が あ るが ， 今 回 は TraPa につ い て は と りあげる こ と

が で きな か っ た し，MenJanthes　1（つ い て も不 十 分 で あ っ

た．

　鮮斬
一更 新 統 につ い て は ，4 つ の Zone （concurrent

range 　zone ）に 区分 され ， 更新統の 2 つ の Zone は そ れ

ぞ れ 2 つ の Subzone に 細分 さ れ る．な か で も，最後の

Fagus　 crenata
−Juglans　ailanthifolia −Tsuga　diversifotia　Zone

は上限が未確定 で ある こ とや ，亜帯として 区分 したもの

の 適用範囲な ど ， 今後 に 検討すべ き課題 が 残 されて い

る．こ れ らの 亜帯 の 区分 は ， 大阪 ・会津
・房総な ど の 地

域 に は あて は ま りそ うで あ る が ，魚沼層群 や 卯辰山層 に

はい くらか問題を残して い る．あるい は太平洋側と内陸

盆地 に の みあて は め うる 分 帯か も知 れ な い ．上 限 の 聞題

に つ い て は上部更新統や完新統産の 化石群集とあわせ て

検討 が 進め られ るべ き で あ ろ う．適用範囲の 問題 に つ い

て は ， 新潟や 金 沢 な ど の 日本海沿 岸 地 域 に お け る化石 群

集 の 組成 と分帯 の 基 準 とな る分類群の 層位分布の 再検討

が必要 と考え られる．

　 Fagus　 crenata
−Jngtans　 ailanthifolia −Tsuga　 diversifotia

Zone で は，会津 で は，そ の 前の Juglans　 mandshurica
−

Pinus　koraiensis　Subzoneの 化石群集を 含 めて ，寒冷地性

の 針葉樹や広葉樹の 分類群を主 とす る群集と温帯性の 針

葉 樹 や 広葉樹 の 分 類群 を 主 と す る群集 の 交代的出現 が 顕

著 で あ る ．一
方 ，大阪で も JUtglans刑 α雇 5加 漁 一Pinus

koraiensis　Subzoneか ら Fagus　 crenata
−Juglans　 ailanthifo −

lia−Ts”ga　diversifolia　Zone に か け て ，上記 の よ う な交 代

的出現 が 顕著 に みとめ られる，しかし，新潟 や 金沢 周 辺

の地域で は現在 まで の とこ ろこ の ような特徴は見 い ださ

れて い な い ，鹿児島北方の 国分層群に お い て も，こ の よ

うな特徴は顕著 に はみとめ られそうに もない ．しか し ，

石狩低地域 の 下野幌層 ，ニ タ ッ ポロ 層，音江別 川層な ど

の 化石群集か らは ， 資料は 少 な い が ，
こ の よ うな 特徴が

み られ る こ とが期待 さ れそ うで あ る．

　 2． 今回お こ な っ た分帯は，古 い 第三 紀型 の 温暖地性

の 分類群の 段階的な消滅過程と，新しい 型 の 冷温帯
一

亜

寒帯性の 分類群 の 段階的な 出現 の 過程 に もとつ い て い

る ．そ の な か で も次 の よ うな こ とがらが，と くに 注 目さ

れるで あろ う．
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　Metaseguoia−Jugtans　 mandshurica −Men ／anthes 　 trifotiata

Zone の 時期で は ，
　 Pinus　koraiensis，

　 Picea　」
’
ezoensis ，　Me −

nPtanthes 　trifoiiataな ど の ，日本列島に も現存す るが ，中

国北部 ・朝鮮半島北部 ・沿海州 な どの 大陸域 に 広 い 分 布

を有 して い る種は，こ の Zone の はじめ 頃 ， すな わち

オル ドバ イ正磁極亜期の後に 出現 して い る．そ して こ の

Zone の 後半の Subzone ，す な わ ちハ ラ ミ ロ 正 磁極亜 期

頃に大阪や 会津な どで ，こ れ らの 分類群が そ ろ っ て 分布

す る よ うに な っ た こ と が 注 目 され る ．一方 ，
Metasegueia

な ど の 第三 紀型 の 分類群は ， 急速 に 衰え ，こ の Zone の

終り頃ま で に 消滅 して い る こ とも注 目され る．

　
一

方 ， Metαsequoia などの第三 紀型の 多 くの 分類群が消

滅する の と入れかわ る よ うに ，FagUS　 crenata
−Juglans　 ai−

lanthifolia−T ∫邸9α diversifotia　Zone の 時期 の はじめ に は ，

Fagus　 crenata ，　Jugtans　ailanthifotia
，
　 PterocarJa　 rhOifotia ，

Tsuga　diversifetiaな どの ， 現在日本列島域 に固有 の 分布

を 示す分類群 が 多数出現 して い る特徴が あ る．第三 紀型

の 分類群の うちご く
一部はなお大阪や鹿児島な どの 地 域

で は残存 して い るが，会津や石狩低地 域 な どの よ うな北

方地域で は す で に 消滅 して い る ．

　Fagus　 crenata −Juglans　 ailanthifelia −Tsuga　 diversifolia

Zone の 時期 の な か で も， 日 本列島の 固 有 種が 段 階 的 に 出

現 し ， 第三 紀型 の 種や第四紀の 誉 い 型 の 種が段階的 に 消

滅 して い る こ とが ある の で ， そ れ らの 過程 の解明 に留意

しな ければな らな い と考 え られ る．さ らに ， こ の zone

の は じめ頃に は ，関東以西の 地域 に おい て ， 日本の暖帯

域 か ら琉球 ・中国南部などの 地域 に 現存す る暖亜 熱帯性

の 常緑広葉高木樹 の 分類群 ， た とえば Cinnamomum
，

Quercus（（］“ clebalanoPsis ），　Maehilus な ど が，かなり多 く

分布す る よ うに な っ て い る こ と も注 目さ れ る ．一
方 ，

ハ

ラ ミ ロ 亜期 の 頃 に は 石狩低地域 に，樺太 ・千島系の 分類

群が 出現 して い る こ とを示す報告があり ， 第四紀北方型

の 分類群の 出現 とい うこ とと関連 して 注目すべ きで あ ろ

う，

　 以上 に 述べ た こ と は，Metaseeuoia−Jugians　 m α nd ∫hurieα

一Men
“

α nthes 　triforiata　Zone と Fagus　crenata −Juglans　ailan

thifoJia−Tsrtga　diversifelia　Zone との 間で ， 日本列島周辺

域の 古地理的条件がか な り大 き く変化 した こ とを暗示 し

て い る と考え られる，それは ， 中国大陸との接続な どに

よ り大陸域 と密接 なつ な が りをも っ て い た 日本列島周 辺

域がか な りの 程度に 切断 さ れ，海洋的環境 の 影 響 を強 く

受けは じめ る よ うに な っ た こ とを示す の で は な か ろ う

か．

　 3．　大阪 ・新潟 ・会津などの 各地域 に お ける植生の 組

成上 の 差異 は，化石群集 の 組成か らみ る と ， Metasequoia

−Gt），Ptosirobus−N 丿∬ α Zone や Metaseguoia−Juglans　cinerea

var ．　megaeinerea −Fagus　microcarPa 　Zone お よ び Metasegttoia

−Jugtans　mandshurica −Meayan
’

thes　tfifeliata　Zone の なか

のJugtans　cinerea 　var ．　megacinerea −Pinu5　L’oraiensis 　Subzone

の 時期で は ， い くらかみ られ る が，それ ほど大きな もの

で は な い と考え られ る．こ れは 鹿児島北方 の 永野層 産の

植物化石群集か らも明 らか で あ ろ う．しか し，石 狩 低地

帯 で こ れらの Zone に あた る と考え られ る裏 の 沢 層か ら

の 花粉化石群集に は Pieea，　 Abies，　PinUS，　Tsuga などが

多 く産出して お り， か な り異な っ た特徴 の 植生 が 存在 し

て い た の か もし れな い ．

　Metaseeueia−，ノuglans 　 mandshure
’
ca
−Men／anthes 　 trif・riata

Zone の Jaglans　mandshurica −Pinus　koraiensis　Subzonc 以

後 で は ， 植生分布の 地理的差異がかな り明確 にな っ た と

考 え られ る．たん に ，南北の 差 に よ る だけで な く， 太平

洋側と 日本海側 の 植生 の 差異が あ らわ れて い る よ うに 見

える．

　 Fagus　 6γ飆 軌 ノugtans 　 aitanthif ・tia−Tsuga 跏 6瓢晒 」絃

Zone の 時期に な っ て は じめて ，関東以西 に 寒冷地 性

の 植生が 出現 しは じめた が，東北以北 の 内陸域 で は ，

Jugtans　mandshurica −Pinus　koraiensi，s　Subzone（ハ ラ ミ ロ 亜

期）の 時期 か らすで に 出現 して い たと考えられ る．
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